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コーポレートガバナンスの位置付け

• コーポレートガバナンスは、企業が自社の競争優位性を伴った中長期目線で

の成長戦略を構築し、事業ポートフォリオの組替えや成長投資等の適切なリ

スクテイクを行うことを通じて成長戦略を実行する「攻めの経営」に取り組

むための基盤である。

• コーポレートガバナンス・コードの策定以降、社外取締役数の増加、指名・

報酬委員会の設置など、CGの取組は着実に進んでいる一方で、形式的な対

応にとどまることなく、企業が成長投資等の中長期的な価値向上に向けた本

質的な取組を進め、「稼ぐ力」を強化することが重要である。

• 今般のコーポレートガバナンス・コード改訂の趣旨も踏まえ、「成長投資の

促進」及び「取締役会の機能強化」等に向けた施策を進め、企業の「稼ぐ

力」の強化に向けたコーポレートガバナンスの取組を後押ししていく。
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（出所）金融庁 「コーポレートガバナンス・コード（2026年改訂版）の確定について」（別紙4）コーポレートガバナンス・コード改訂（2026年）の概要



１．総論
⚫ コードのスリム化／プリンシプル化

- 数多い詳細な原則の遵守ではなく、成長に向け注力すべき原則を明確にし、コストも軽減するため、ス

リム化に賛成（改訂版では83の原則を30へ概ね半減）

⚫ エクスプレインの推奨

- 実効性を高めるためには、適切なエクスプレインを行うことも重要であるとの認識を共有すべき

- （改訂版のCGコードの序文には、以下の内容が記載）形式的な遵守よりも、会社の事情に照らし、遵守

しない理由の説明を積極的に選択すべき場合がある

２．各論（主要論点）
⚫ 経営資源の成長投資への有効活用

- 現預金・金融資産・実物資産等の経営資源を、成長投資等に有効活用できているか、取締役会が不断に

検証すべき

※ 「成長投資」の例として、「設備・研究開発・人的資本・知的財産等の無形資産への投資」がコード原則に明記

⚫ 経済安全保障（経済安全保障に係る要素を、CGコードに初めて追加）

- 取締役会は、リスク管理体制を適切に整備すべき。その際、サプライチェーン途絶リスク・技術等の情

報流出リスク等への対策も、「収益機会にもつながり得る」ものとして、リスク対応を促す

⚫ 取引適正化

- 株主以外のステークホルダーとの適切な協働に努めるべき

※ 「取引先との公正・適正な取引（サプライチェーンにおける適正な価格転嫁を含む）を行う」ことが解釈指針で例示

⚫ 株主の議決権行使のための適切な情報開示

- 有価証券報告書を株主総会の開催日前に開示するよう求めるにあたっては、有報と事業報告書等の一本

化や一体開示等の環境整備も含めて検討すべき

コーポレートガバナンス・コード改訂にあたっての経産省のスタンス、主張
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コーポレートガバナンス・コード（2026年改訂版）の記載（成長投資）
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（出所）株式会社東京証券取引所 「コーポレートガバナンス・コード ～会社の持続的な成長と中長期的な企業価値の向上のために～」（2026年7月21日）



コーポレートガバナンス・コード（2026年改訂版）の記載（経済安全保障）
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（出所）株式会社東京証券取引所 「コーポレートガバナンス・コード ～会社の持続的な成長と中長期的な企業価値の向上のために～」（2026年7月21日）



コーポレートガバナンス・コード（2026年改訂版）の記載（取引適正化）
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（出所）株式会社東京証券取引所 「コーポレートガバナンス・コード ～会社の持続的な成長と中長期的な企業価値の向上のために～」（2026年7月21日）
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経産省のCG関連ガイドラインとコーポレートガバナンス・コード
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原則４（経営陣における適切な意思決定過程・体制の確保）
マイクロマネジメントとならないよう留意しつつ、経営陣の意思決定過程・体制が、迅速・果断

な意思決定に資するものとなるよう促す。

原則１（価値創造ストーリー（※）の構築）
自社の競争優位性を伴った価値創造ストーリーを構築する。

※ 長期的に目指す姿の実現に向けて、どのようなビジネスモデルを通じて、どのような社会課題を解決し、どのように長期的な企業価値向上に
結びつけていくかについての一連のストーリー。

原則５（指名・報酬の実効性の確保）
最適なCEOの選定と報酬政策の策定を行うとともに、毎年、原則１～４の内容も踏まえたCEOの

評価を行い、再任・不再任を判断する。

原則３（経営陣による中長期目線の経営の後押し）
取締役会自体が短期志向に陥らないよう留意しつつ、経営陣が、中長期目線で、成長志向の経営

を行うよう、後押しする。

原則２（経営陣による適切なリスクテイクの後押し）
経営陣が、価値創造ストーリーの実現に向け、事業ポートフォリオの組替えや成長投資等、適切
なリスクテイクを行うよう、後押しする。

※あくまでエッセンスを示したものであり、各社において議論を重ね、具体的な形に落とし込んでいくことが重要。

（参考）「稼ぐ力」を強化する取締役会５原則



経営陣がとるべき行動（取締役会５原則）

原則４

経営陣における適切な意思
決定過程・体制の確保

✓価値創造ストーリーの構築・実現のための強靭な経営チームを
組成

✓経営環境の変化も踏まえつつ、社内論理に陥ることなく、多角
的な視点で議論し、意思決定できる仕組みを構築

原則１

価値創造ストーリーの構築

✓グループの強みを生かした全体最適の視点を重視し、

価値創造ストーリーを策定

✓P/L視点だけでなく、B/S視点やC/F視点でも議論

原則５

指名・報酬の実効性の確保

✓自社の経営トップとして適切なCEO候補者を選定し、育成する
仕組みを構築

✓価値創造ストーリーの実現に向けた業務執行を行うとともに、
取締役会に進捗等を適切に報告

✓取締役会からの評価結果を踏まえて、翌年度以降の業務を執行

原則３

経営陣による中長期目線の
経営の後押し

✓短期的な成果をあげることを過度に意識せず、

価値創造ストーリーを基に、中長期目線で業務を執行

✓中長期的な成長による株主利益も考慮した株主還元を検討

原則２

経営陣による適切なリスク
テイクの後押し

✓価値創造ストーリーの実現に向けて、資本効率と事業の成長性
を考慮しつつ、事業ポートフォリオの組替えや成長投資を実行
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※あくまでエッセンスを示したものであり、各社において議論を重ね、具体的な形に落とし込んでいくことが重要。

（参考）経営陣が取るべき行動



自社におけるCGの在り方
（経営スピードの向上、リスクテイクの促進等）

取締役会 CEOら経営陣

体制

仕組み

構成
議長／

筆頭社外取締役

アジェンダ・議論
活性化／権限委譲

実効性評価
ボード

サクセッション

執行役員等体制
（CxO等）

経営会議等の
在り方

幹部候補人材の
選抜・育成

権限委譲
・監督

報告

それぞれの役割を果た
すために実効的な体
制・仕組み 取締役会の役割 CEOら経営陣の役割

各委員会

• 自社におけるCGの在り方を踏まえ、取締役会等とCEOら経営陣が、各々の役割を果たし、バ

ランス良く機能発揮できるよう、一貫した考え方の下で、実効的な体制・仕組みを構築する。
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（参考）「稼ぐ力」の強化に向けたCGの取組の進め方



https://www.meti.go.jp/shingikai/economy/

earning_power/pdf/20250430_3.pdf

ご静聴ありがとうございました。
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「稼ぐ力」の強化に向けた
コーポレートガバナンスガイダンス

（参考）コーポレートガバナンス・
コード（2026年改訂版）

https://www.fsa.go.jp/news/r7/
singi/20260721/01.pdf
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